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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年9月10日(2009.9.10)

【公表番号】特表2009-502903(P2009-502903A)
【公表日】平成21年1月29日(2009.1.29)
【年通号数】公開・登録公報2009-004
【出願番号】特願2008-523539(P2008-523539)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/55     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4184   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/46     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/64    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4184  　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/54    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/08    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月21日(2009.7.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変形性関節症を治療するために特定される医薬品を製造するための、レニン－アンギオ
テンシン系の成分の活性または発現をダウンレギュレーションすることができる薬剤の使
用。
【請求項２】
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　軟骨または皮膚の疾患または状態を治療するために特定される医薬品を製造するための
、レニン－アンギオテンシン系の成分の活性または発現をダウンレギュレーションするこ
とができる薬剤の使用。
【請求項３】
　軟骨の疾患はリウマチ様関節炎ではない、請求項２に記載の使用。
【請求項４】
　前記薬剤はアンギオテンシン変換酵素阻害剤である、請求項１または２に記載の使用。
【請求項５】
　前記アンギオテンシン変換酵素阻害剤は、ＡＢ－１０３、アンコベニン、ベナゼプリラ
ト、ＢＲＬ－３６３７８、ＢＷ－Ａ５７５Ｃ、ＣＧＳ－１３９２８Ｃ、ＣＬ２４２８１７
、ＣＶ－５９７５、Ｅｑｕａｔｅｎ、ＥＵ４８６５、ＥＵ４８６７、ＥＵ－５４７６、ホ
ロキシミチン、ＦＰＬ６６５６４、ＦＲ－９００４５６、Ｈｏｅ－０６５、Ｉ５Ｂ２、イ
ンドラプリル、ケトメチルウレアス、ＫＲＩ－１１７７、ＫＲＩ－１２３０、Ｌ６８１１
７６、リベンザプリル、ＭＣＤ、ＭＤＬ－２７０８８、ＭＤＬ－２７４６７Ａ、モベルチ
プリル、ＭＳ－４１、ニコチアナミン、ペントプリル、フェナセイン、ピボプリル、レン
チアプリル、ＲＧ－５９７５、ＲＧ－６１３４、ＲＧ－６２０７、ＲＧＨ０３９９、ＲＯ
Ｏ－９１１、ＲＳ－１００８５－１９７、’ＲＳ－２０３９、ＲＳ５１３９、ＲＳ８６１
２７、ＲＵ－４４４０３、Ｓ－８３０８、ＳＡ－２９１、スピラプリラト、ＳＱ２６９０
０、ＳＱ－２８０８４、ＳＱ－２８３７０、ＳＱ－２８９４０、ＳＱ－３１４４０、Ｓｙ
ｎｅｃｏｒ、ウチバプリル、ＷＦ－１０１２９、Ｗｙ－４４２２１、Ｗｙ－４４６５５、
Ｙ－２３７８５、Ｙｉｓｓｕｍ、Ｐ－０１５４、ザビシプリル、Ａｓａｈｉ　Ｂｒｅｗｅ
ｒｙ　ＡＢ－４７、アラトリオプリル、ＢＭＳ１８２６５７、Ａｓａｈｉ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌ　Ｃ－１１１、Ａｓａｈｉ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃ－１１２、Ｄａｉｎｉｐｐｏｎ　
ＤＵ－１７７７、ミキサンプリル、Ｐｒｅｎｔｙｌ、ゼフェノプリラト、１（－（Ｉ－カ
ルボキシ－６－（４－ピペリジニル）ヘキシル）アミノ）－１－オキソプロピルオクタヒ
ドロ－１Ｈ－インドール－２－カルボン酸、Ｂｉｏｐｒｏｊｅｃｔ　ＢＰ１．１３７、Ｃ
ｈｉｅｓｉ　ＣＨＦ１５１４、Ｆｉｓｏｎｓ　ＦＰＬ－６６５６４、イドラプリル、ペリ
ンドプリラトおよびＳｅｒｖｉｅｒ　Ｓ－５５９０、アラセプリル、ベナゼプリル、カプ
トプリル、シラザプリル、デラプリル、エナラプリル、エナラプリラト、ホシノプリル、
ホシノプリラト、イミダプリル、リシノプリル、ペリンドプリル、キナプリル、ラミプリ
ル、ラミプリラト、酢酸サララシン、テモカプリル、トランドラプリル、トランドラプリ
ラト、セラナプリル、モエキシプリル、キナプリラトおよびスピラプリルからなる群から
選択される、請求項１に記載の使用。
【請求項６】
　前記薬剤はＮＥＰ／ＡＣＥ阻害剤である、請求項１または２に記載の使用。
【請求項７】
　前記薬剤はＡＴ１受容体アンタゴニストである、請求項１または２に記載の使用。
【請求項８】
　前記ＡＴ１受容体アンタゴニストは、酢酸サララシン、カンデサルタンシレキセチル、
ＣＧＰ－６３１７０、ＥＭＤ－６６３９７、ＫＴ３－６７１、ＬＲ－Ｂ／０８１、バルサ
ルタン、Ａ－８１２８２、ＢＩＢＲ－３６３、ＢＩＢＳ－２２２、ＢＭＳ－１８４６９８
、カンデサルタン、ＣＶ－１１１９４、ＥＸＰ－３１７４、ＫＷ－３４３３、Ｌ－１６１
１７７、Ｌ－１６２１５４、ＬＲ－Ｂ／０５７、ＬＹ－２３５６５６、ＰＤ－１５０３０
４、Ｕ－９６８４９、Ｕ－９７０１８、ＵＰ－２７５－２２、ＷＡＹ－１２６２２７、Ｗ
Ｋ－１４９２．２Ｋ、ＹＭ－３１４７２、ロサルタンカリウム、Ｅ４１７７、ＥＭＤ－７
３４９５、エプロサルタン、ＨＮ－６５０２１、イルベサルタン、Ｌ－１５９２８２、Ｍ
Ｅ－３２２１、ＳＬ－９１．０１０２、Ｔａｓｏｓａｒｔａｎ、Ｔｅｌｍｉｓａｒｔａｎ
、ＵＰ－２６９－６、ＹＭ－３５８、ＣＧＰ－４９８７０、ＧＡ－００５６、Ｌ－１５９
６８９、Ｌ－１６２２３４、Ｌ－１６２４４１、Ｌ－１６３００７、ＰＤ－１２３１７７
、Ａ－８１９８８、ＢＭＳ－１８０５６０、ＣＧＰ－３８５６０Ａ、ＣＧＰ－４８３６９



(3) JP 2009-502903 A5 2009.9.10

、ＤＡ－２０７９、ＤＥ－３４８９、ＤｕＰ－１６７、ＥＸＰ－０６３、ＥＸＰ－６１５
５、ＥＸＰ－６８０３、ＥＸＰ－７７１１、ＥＸＰ－９２７０、ＦＫ－７３９、ＨＲ－７
２０、ＩＣＩ－Ｄ６８８８、ＩＣＩ－Ｄ７１５５、ＩＣＩ－Ｄ８７３１、イソテオリン、
ＫＲＩ－１１７７、Ｌ－１５８８０９、Ｌ－１５８９７８、Ｌ－１５９８７４、ＬＲ　Ｂ
０８７、ＬＹ－２８５４３４、ＬＹ－３０２２８９、ＬＹ－３１５９９５、ＲＧ－１３６
４７、ＲＷＪ－３８９７０、ＲＷＪ－４６４５８、Ｓ－８３０７、Ｓ－８３０８、サプリ
サルタン、サララシン、Ｓａｒｍｅｓｉｎ、ＷＫ－１３６０、Ｘ－６８０３、ＺＤ－６８
８８、ＺＤ－７１５５、ＺＤ－８７３１、ＢＩＢＳ３９、ＣＩ－９９６、ＤＭＰ－８１１
、ＤｕＰ－５３２、ＥＸＰ－９２９、Ｌ－１６３０１７、ＬＹ－３０１８７５、ＸＨ－１
４８、ＸＲ－５１０、ゾラサルタンおよびＰＤ－１２３３１９からなる群から選択される
、請求項７に記載の使用。
【請求項９】
　前記薬剤はレニン阻害剤である、請求項１または２に記載の使用。
【請求項１０】
　前記レニン阻害剤は、エナルクレイン、ＲＯ４２－５８９２、Ａ６５３１７、ＣＰ８０
７９４、ＥＳ１００５、ＥＳ８８９１、ＳＱ３４０１７、ＣＧＰ２９２８７、ＣＧＰ３８
５６０、ＳＲ４３８４５、Ｕ－７１０３８、Ａ６２１９８、Ａ６４６６２、Ａ－６９７２
９、ＦＫ９０６およびＦＫ７４４からなる群から選択される、請求項９に記載の使用。
【請求項１１】
　前記薬剤は、前記レニン－アンギオテンシン系の少なくとも１つの成分を発現する内因
性の核酸配列に向けられたオリゴヌクレオチドである、請求項１または２に記載の使用。
【請求項１２】
　前記軟骨の疾患または状態は、変形性関節症、制限された関節の運動性、痛風、リウマ
チ様関節炎、軟骨融解、強皮症、変性椎間板疾患および全身性エリテマトーデスからなる
群から選択される、請求項２に記載の使用。
【請求項１３】
　前記皮膚の疾患または状態は、しわ形成、乾癬、ケロイドおよび火傷からなる群から選
択される、請求項２に記載の使用。
【請求項１４】
　リソソーム蓄積状態または嚢胞性線維症を治療するために特定される医薬品を製造する
ための、レニン－アンギオテンシン系の成分の活性および／または発現をアップレギュレ
ーションすることができる薬剤の使用。
【請求項１５】
　前記薬剤はアンギオテンシンＩＩアゴニストまたはアンギオテンシンＩＩ活性化因子で
ある、請求項１４に記載の使用。
【請求項１６】
　リソソーム蓄積状態はムコ多糖症の状態である、請求項１４に記載の使用。
【請求項１７】
　前記変形性関節症はＧＡＧのダウンレギュレーションと関連する、請求項１に記載の使
用。
【請求項１８】
　前記軟膏または皮膚の疾患はＧＡＧのダウンレギュレーションと関連する、請求項２に
記載の使用。
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